
2012年4月1日から
2013年3月31日まで

報告書2013年3月期

大株主

株主名
持株数 
（株）

議決権比率 
（％）

越智　通勝 40,619 17.36
有限会社えん企画 26,490 11.32
有限会社エムオー総研 23,990 10.25
一般財団法人 エン人財教育センター 15,300 6.54
資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口） 12,000 5.13
ノーザン トラスト カンパニー 8,890 3.80
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 8,686 3.71
越智　明之 7,376 3.15
越智　幸三 7,376 3.15
ステート ストリート バンク アンド トラストカンパニー 7,000 2.99

会社概要
商号 エン・ジャパン株式会社（en-japan inc.）
設立 2000年1月14日
本社所在地 〒163-1335 

東京都新宿区西新宿6-5-1新宿アイランドタワー
資本金 9億8,614万円
従業員数 677名（連結：850名）

関連会社
連結子会社 エンワールド・ジャパン株式会社
持分法適用会社 英才網聯（北京）科技有限公司

役員
代表取締役会長 越智  通勝
代表取締役社長 鈴木  孝二
常務取締役 藤野  孝
取締役 河合  恩　　　　クレイグ・サフィン
常勤監査役 戸次  正三
監査役 久須美  康徳　　大島  信衛

株式の状況
発行可能株式総数 936,000 株
発行済株式の総数 246,418 株
株主数 5,418 名

株主メモ　
事業年度 4月1日～ 3月31日
定時株主総会 毎年6月
基準日 3月31日
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関 同上
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
公告の方法 電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない

事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載して行います。

公告掲載URL　 http://corp.en-japan.com/
（ご注意）大阪証券取引所は、平成25年7月16日付をもって東京証券取引所と市場の統合を行
う予定のため、同日以降当社の上場証券取引所は東京証券取引所になります。

〒163-1335 東京都新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL : 03-3342-4506　FAX : 03-3342-4507
E-mail : ir-en@en-japan.com URL: http://corp.en-japan.com/

37.94%

9.94%
6.87%

0.78%27.73%

16.73%

個人・その他 93,503株
（5,293名）

自己株式 24,500株（2名）

金融機関 16,925株（10名）

金融商品取引業者 1,929株（20名）

その他法人 68,324株（41名）
外国法人等 41,237株（52名）

当社は、平成22年2月19日取締役会において、「株式給付信託（J-ESOP）」
を導入することを決議いたしました。この導入に伴い、平成22年4月1
日付で自己株式12,000株を資産管理サービス信託銀行株式会社（信託
E口）へ拠出しております。なお、自己株式数については、平成25年3月
31日現在において信託E口が所有する当社株式（12,000株）を自己株
式数に含めております。

株主様の住所変更、配当金振込指定書その他各種お手続きにつきましては、口座を開設さ
れている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会
社）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。なお、未受領の配当金につきましては、
三菱UFJ信託銀行株式会社の本支店でお支払いいたします。

●特別口座について
特別口座に記録された株式に関するお手続き（株
主様ご本人名義の証券会社口座への振替請求・
住所変更・配当金の振込先指定等）につきまして
は、右記特別口座管理機関（三菱UFJ信託銀行
株式会社）へお問い合わせください。なお、特別口
座に記録された株式に関するお手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行株式会社の全国各支店で
もお取り次ぎいたします。

●口座管理機関　
　三菱UFJ信託銀行株式会社
●連絡先　　　　 
　三菱UFJ信託銀行株式会社 
　証券代行部 
　〒137-8081 
　東京都江東区東砂七丁目10番11号 
　0120-232-711（通話料無料）

株式所有者別分布

お知らせ

会社概要・株式状況（2013年3月31日現在）
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株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より格別のご支援、ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここに、2013年3月期の業績及び今後の事業方針についてご説明する報告書をお届けいたします。

　2013年3月期は、欧州や新興国における経済情勢の影響により、年央までは先行き不透明

な状況にありました。しかし、2012年末に発足した新政権の経済政策によって過度な円高の是

正や国内株式市場の好転など、景気持ち直しに向かう動きも見え始めています。

　また、雇用環境も緩やかな改善傾向が続き、有効求人倍率も上昇しました。

　このような状況の中、当社は「[en] 社会人の転職情報」における成功報酬型商品の強化、

エンワールド・ジャパンで展開している人材紹介業及び海外展開の推進に取組み、計画通りの成果

を上げることができました。2014年3月期につきましても、引き続きこれらの取組みを強化してまいります。

　雇用環境の改善を受け、就・転職市場も活況になることが予想されます。しかし、そのような環

境下であるからこそ、当社は「仕事を大切に、転職は慎重に。」という当社独自のポリシーを大切に

したいと思います。就・転職者の入社後の活躍・定着まで支援できるように、質にこだわったサー

ビスの提供を行ってまいります。

　株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援とご理解を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

2013年6月

代表取締役会長  越智 通勝
代表取締役社長  鈴木 孝二

トップインタビュー

2013年3月期は売上高135.6億円、営業利益
27.8億円となり、前年同期間比6.0％の増収、
9.5％の増益となりました。
この結果はどのように捉えていますか？

　中国経済の減速や欧州の金融危機、過度な円高の
進行など、不安定な経済情勢が続いていたとは言え、国

12,790

2,541

13,563

2,783

2013年 3月期2012年 3月期
（2011年4月～2012年3月）

内の雇用情勢は緩やかな回復傾向にありました。採用
マーケットの動きと比較すると、満足のいく結果とは言えな
いと思っています。しかし、前年同期間を上回る業績を上
げられたことについては良かったと思います。

強化を進めている成功報酬型商品に
更に注力する方針でした。
成果はいかがでしたか？

　主力の「[en]社会人の転職情報」における「成功報
酬型商品」の売上高は前年同期間の約2倍となり、計画
通りの結果とすることができました。様々なトライアルを実
施し、商品ラインアップを拡充しました。これらの取組みは
引き続き行い、成長ドライバーとして強化していきます。

■ 売上高 
■ 営業利益

前年同期間比6.0％増収、9.5％増益で着地

前年同期間比増収増益を達成。
この結果に満足せずに、
更に高い成長を目指す。

Contents
P7	 2013 年 3月期の振り返り
P8	 今後の事業戦略

		 ・成功報酬型商品の強化
		 ・海外展開の強化

P11	 トピックス
	P13	財務ハイライト

	P1	 株主の皆様へ
	P2	 トップインタビュー
	P6	 エン・ジャパングループのビジネス

売上高／営業利益（百万円）
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子会社のエンワールド・ジャパンは
前期に続き好調でした。

　マーケット環境が良かったことに加え、子会社化してから
進めてきた体制強化の効果が出てきたこともあり、良い業
績を上げることができました。グローバル企業向けの人材
紹介マーケットにおける存在感も高まっているようです。
　また、2012年8月から開始した国内成長企業向けの
管理職及びプロフェッショナル人材の紹介サービス
「en premium」も堅調に推移しました。

新卒採用事業は4期ぶりに黒字化しました。

　新卒採用を取巻く環境が大きく変化する中、「中堅・中

小・ベンチャー企業」に特化した就職情報サイトとしての
認知度が高まり、多くの学生、企業に使っていただけるよう
になりました。社会的意義の高い事業であることは、株主
の皆様にもご理解いただけているものの、赤字が続くこと
は許されません。ようやく業績として結果を出すことができ、
嬉しく思っています。

海外への進出は計画通りなのでしょうか？

　エンワールド・ジャパンを子会社化したときから、海外展
開の加速化を念頭に置いていました。現在、5ヵ国に7つ
の事業会社を展開していますが、順調なペースで進められ
ていると考えています。

      詳細はＰ9へ

トップインタビュー

2010年 12月期※

子会社化
2010年 9月

前年同期間比
売上高 24.3％増
営業利益 11.7％増

2013年 3月期2012年 3月期
（2011年4月～2012年3月）

2,150

429 479

2,381
2,959

前年同期間比
売上高   10.7％増
営業利益 4.1％増

412

1,123

-363
-85

133

1,362 1,484

2010年12月期 2013年3月期2012年3月期
（2011年4月～2012年3月）

 新卒採用事業売上高／営業利益（百万円） 連結業績計画売上高／営業利益（百万円）エンワールド・ジャパン売上高／営業利益（百万円）

■ 売上高 
■ 営業利益

エン・ジャパングループ化後、順調に収益拡大 受注単価上昇とコスト削減効果もあり、
4期ぶりに黒字化

中長期的にはどのような姿を目指しているので
しょうか？

　2014年3月期から海外子会社についても一部連結
化を開始し、成長を加速させます。もちろん、更なる海外
展開も進めていきます。ターゲットエリアとしているアジア
太平洋地域には、これから成長する大きなポテンシャルを
持っている国が多くあります。進出する競合企業も増える
ことが予想されることから、スピード感を持って拡大に向け
取組みます。

2014年3月期はどのような戦略で売上高163
億円、営業利益32億円という計画の達成を目
指すのでしょうか？

　企業の人材採用ニーズは高い状態が続くことが予想さ
れることから、中途採用事業を中心に業績を伸ばしていき
ます。引き続き、「[en]社会人の転職情報」の成功報酬
型商品及びエンワールド・ジャパンを成長ドライバーとする
方針を遂行していきます。

2013年4月に新たな人材紹介サービスを開始し
ています。エンワールド・ジャパンとの違いは何で
しょうか？
　
　エンワールド・ジャパンは、グローバル企業で年収
800万円以上の求人は「en world」、国内成長企業
の管理職・専門職で年収6 0 0万円以上の求人は
「en premium」というブランドで人材紹介サービスを展開
しています。今回新たにスタートする「[en]PARTNER」

2014年3月期
（計画）

12,790

2,541 2,783 3,200

13,563
16,300

2013年3月期2012年3月期
（2011年4月～2012年3月）

1,460

2013年 3月期

売上高20％増、営業利益15％増を目指す

※ 連結決算への寄与は４ヵ月ですが、2010年1月～ 12月の12ヵ月換算した場合の売上高
　及び営業利益を記載しています。

■ 売上高 
■ 営業利益

2010年12月期 2013年3月期2012年3月期

1,130
30.1%

38.0%

29.5%

1,850 1,950

配当性向30％程度を目安に
各期の業績に応じて還元する方針

■ 配当金 
● 配当性向

配当金（円）／配当性向（％）の推移

■ 売上高 
■ 営業利益
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　当社グループは、人材総合サービス企業として、インターネットを活用した求人求職情報提供サービス及び人材紹介業
を中心とした事業を展開しております。この他、採用後の人材教育、人事評価に至る人材戦略コンサルティングも行って
おります。

エン・ジャパングループ

中途採用事業

[en]社会人の転職情報

[en]転職コンサルタント

[en]ウィメンズワーク

[en]派遣のお仕事情報

[en]チャレンジ！はた☆らく

【エンワールド・ジャパン】

新卒採用事業
[en]学生の就職情報

● 求人情報提供
● 転職支援

● 求人情報提供

●成功報酬
●求人広告掲載料

●成功報酬

●求人広告掲載料

●コンサルティング料
研修実施料

●サービス提供

サイト運営 その他

[en]PARTNER

en world
en premium

コン
サル

教育評価コンサルティング
エンカレッジ

教育・評価事業

人材
紹介

● 取材・求人広告制作

●人材紹介

●取材・求人広告制作

New

New

ユーザー
（求職者）

企業

エン・ジャパングループのビジネス

手元資金は今後も海外への投資に使うとい
うことでしょうか？

　はい、そのつもりでいます。スピードを優先する必要が
ある場合には、現地企業の買収は有効な手段だと思いま
す。成長を加速する必要があると考えており、手元資金
はそのために使うことを優先したいと思っています。

　今後も、当社の成長にご期待いただき、変わらぬご支援
ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

トップインタビュー

詳細は P12 へ

詳細は P8 へ

当社は、全国証券取引所の「売買単位の集約に向けた行動計画」
*（平成19年11月27日公表）の趣旨に鑑み、当社株式の売買単
位を100株とするため、平成25年5月24日付で、株式分割の実
施及び100株を単元とする単元株制度の採用を決議いたしました。

株式分割、単元株制度の採用

単元株式数の変更
（効力発生日：平成25年10月1日）

1 株　100 株

株式分割
（効力発生日：平成25年10月1日）

1 株　100 株

*日本の証券市場の国際競争力向上に向けた取組みの一環として、上場会社の単元株数を 
　整理し、売買単位の集約を実施していくというものです。

は年収400~600万円の求人を中心にするため、エンワー
ルド・ジャパンとはターゲットが異なります。
　人材紹介ラインアップも揃いましたので、今後は人材紹
介サービスも強化していきます。

      詳細はＰ8へ

この他、強化することはありますか？

　先ほども申し上げたように、海外進出はこれからも進めて
いきます。進出したことにより、海外のＭ＆Ａに関するお話
がより多く寄せられるようになりました。また、海外勤務の
可能性があるということは、社員にとってもキャリアの幅が
拡がり、良い影響があると思っています。
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成功報酬型
商品 将来イメージ

掲載課金型
商品

2010.12期 2012.3期
（12ヵ月）

2013.3期 2014.3期
(計画 )

2013年3月期の振り返り 今後の事業戦略

事業方針に対する進捗 成功報酬型商品の強化

成功報酬サービスの成果を高め、今後の成長ドライバーとする

海外事業を積極的に推進し、グローバル展開の基盤を構築する

2014年3月期もこの方針を継続

今後はM&Aを中心に海外展開を検討

2013年3月期は全社をあげて成功報酬サービスに注力する。各種トライアルを実施するため、
成果が安定するまでには一定期間を要する。

アジア太平洋エリアでの人材紹介事業を推進するため、複数の拠点開設を行う。現地でのM&A
も必要に応じて検討するが、エンワールド・ジャパンの社員が立ち上げることを基本方針とする。

・成功報酬型商品の売上高は、前年同期間比93.4％増の大幅増収
・「[en]社会人の転職情報」に占める比率も28％に上昇（前年同期間は16％）

2013年3月期 方針1

2013年3月期 方針2

・2012年6月 オーストラリアの人材紹介会社「Calibrate Recruitment」を買収
・2012年12月 韓国に人材紹介会社「en world Korea」を設立
・2013年4月 ベトナムNo.1の求人サイト及び人材紹介を展開している
 	 「Navigos Group」を買収

成功報酬型商品の新たなサービス

[en] Partner 　2013年4月にエン・ジャパンの人材紹介サービス「[en]PARTNER」
を新たにスタートしました。「仕事を大切に、転職は慎重に。」という
ポリシーのもと、年収400万円から600万円の求職者及び日系企業
を中心にサービスを提供しています。
　この他、エン・ジャパングループでは、主に外資系企業向けのバイ
リンガル人材を対象とした「en world」、日系企業の管理職・専門職
人材を対象とした「en premium」においてミドル層からハイクラス層
の人材紹介を行っています。
　「[en]PARTNER」の開始により、更に幅広い層へのサービス提供
が可能となりました。

「[en]社会人の転職情報」売上構成比の推移

●成功報酬型商品の売上高及び売上構成比は順調に拡大
●2014年3月期も更なる拡大を目指し、将来的には売上比率を更に上昇させる
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Navigos Groupの子会社化

詳細につきましては IRサイトをご参照ください  >>>    http://corp.en-japan.com/IR/

　「海外事業を積極的に推進し、グローバル展開の基盤を
構築する」という基本方針のもと、ベトナムNo.1の求人サイト、
人材紹介サービスを展開し、5 0%のシェアを獲得している
Navigos Groupを子会社化しました。

■ 2013年4月に子会社化（持分比率 89.8%）
■ 取得価額：約22億円
■ マーケットシェア：50%

平均成約単価 US$4,000
成約人数 500人 /年

平均掲載単価 US$100
掲載案件数 37,000件 /年
クライアント数 8,000社以上 売上高の約50%が多国籍企業

人材紹介求人サイト 

海外展開の強化

●5ヵ国に7つの事業会社を展開、うち5社を2014年3月期から連結化
●アジア太平洋エリアを中心とした海外展開を今後も推進する

Korea

Japan

Shanghai

Australia

Beijing

Hongkong

Vietnam

Singapore

※英才網聯は、2012年 3月期から持分法適用会社化

売上高（2012年12月期）　 

6,354千米ドル
営業利益（2012年12月期）　

1,805千米ドル

Vietnamworks Navigos search
Navigos Group 運営サイト

今後の事業戦略
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2012年 12月

2011年 10月〜

　女性の高学歴化に加え、不安定な経済情勢が続き世帯
収入が低くなっていることから、家計を維持するため、将来に備
えるため、女性の就業意欲も高くなっていいます。しかし、中途
採用では非正規雇用しか門戸がないなど、女性の労働市場
の流動性の低さが課題となっています。そこで、正社員で働く
ことを希望する女性のための求人サイト「[en]ウィメンズワーク」
をオープンいたしました。オフィスワーク系の紹介予定派遣の
求人情報を多く掲載しています。
　「[en]ウィメンズワーク」を利用された方から、サイトに対する期
待や感謝のコメントを多数いただいています。

正社員で働きたい！そんな女性の希望を叶えるサイト

「[en]ウィメンズワーク」オープン！2012年 6月

　急速な成長を遂げ、現在も成長し続けているWEB/IT/ゲーム
業界ですが、その歴史はまだ浅く、他業界と比較するとモデルケー
スとなるようなキャリア像が確立されていません。そのため、自らのラ
イフプランに悩みを抱えるエンジニア・クリエイターも多いようです。
　そこで、WEB/IT/ゲーム業界が更に魅力に満ちたフィールドとな
るように、またその第一線で活躍するエンジニア・クリエイターの方々
が安心してキャリアを築くサポートをしたいと考え、WEB/IT/ゲーム
業界専門のキャリア情報サイト「CAREER HACK」をオープンいた
しました。
　業界からの注目度も高く、多くのSNSで話題となっているほか、
テレビ東京系「ワールドビジネスサテライト」でも取り上げられました。

　当社は、チャレンジする女性社員が仕事と家事や育児と両
立できる環境が整備され、女性管理職や活躍する女性社員
がたくさんいる、女性社員の満足度も高い「世界で一番、女性
が活躍する会社」を目指しています。このビジョンを実現するた
め、社内の有志によるプロジェクト「WOMenらぼ」を2011年
10月に発足させました。現在は女性社員交流会の実施や
メンター制度の整備、多様な働き方の提案等を行っています。
　取組みについて、社外からも多くのお問い合わせをいただき、
新聞や雑誌でも取り上げられました。

WEB/IT/ゲーム業界専門　エンジニア・クリエイターのキャリア情報サイト

「CAREER HACK（キャリアハック）」オープン！

URL:http://careerhack.en-japan.com/

URL:http://www.cotonas.jp/

「世界で一番、女性が活躍する会社にする」をビジョンに掲げ、

社内プロジェクト「WOMenらぼ」を推進中！

Topics

トピックス

2013年 2月

　企業が新規事業や新サービスに関する課題を出し、これに
対するアイデアを競うコンテストサイト「コトナス」をオープンしまし
た。企業がアイデアを募集することはもちろん、参加者は企画
力を鍛え、試すことができることから、2月のオープン以来、各出
題テーマには多くの応募が寄せられています。

ビジネスアイデアのコンテストサイト

「コトナス」オープン！

URL:http://women.en-japan.com/
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連結貸借対照表（要約）　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2011.1.1～
2012.12.31

当期 
2012.4.1～
2013.3.31

資産の部
流動資産 9,550 12,296
　現金及び預金 7,815 10,349
　受取手形及び売掛金 1,303 1,340
　その他 437 626
　貸倒引当金 △6 △19

固定資産 6,533 6,167

　有形固定資産 539 497
　無形固定資産 2,170 2,094
　投資その他の資産 3,823 3,576
資産合計 16,084 18,463
負債の部
流動負債 2,373 2,553
　買掛金 33 41
　その他 2,339 2,511
固定負債 128 632
負債合計 2,502 3,185
純資産の部
株主資本 13,085 14,219
　資本金 977 986
　資本剰余金 1,444 1,452
　利益剰余金 14,101 15,219
　自己株式 △3,438 △3,438
その他の包括利益累計額 496 1,058
　その他有価証券評価差額金 507 1,042
　為替換算調整勘定 △10 16
純資産合計 13,581 15,278
負債・純資産合計 16,084 18,463

●資産合計

現金及び預金が25.3億円増
加したことが主な要因となり、当
期は前期に比べ23.7億円増加
し、184.6億円となりました。

●負債合計

繰延税金負債が4.3億円、未
払法人税等が2.3億円増加し
たことが主な要因となり、当期
は前期に比べ6.8億円増加し、
31.8億円となりました。

●純資産合計

利益剰余金が11.1億円、その
他有価証券評価差額金が5.3

億円増加したことが主な要因と
なり、前期に比べ16.9億円増加
し、152.7億円となりました。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）　　　　　　　（単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2011.1.1～
2012.3.31

当期 
2012.4.1～
2013.3.31

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,822 2,772

投資活動によるキャッシュ・フロー △771 329

財務活動によるキャッシュ・フロー △269 △427

現金及び現金同等物に係る換算差額（△は減少額） 0 △11

現金及び現金同等物の増減額 1,780 2,663

現金及び現金同等物の期首残高 5,884 7,665

現金及び現金同等物の期末残高 7,665 10,349

連結損益計算書（要約）　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2011.1.1～
2012.3.31

当期 
2012.4.1～
2013.3.31

前年同期間 
2011.4.1～
2012.3.31

売上高 15,687 13,563 12,790

　売上原価 2,393 1,931 1,936

　売上総利益 13,294 11,631 10,854

　販売費及び一般管理費 10,246 8,848 8,312

営業利益 3,047 2,783 2,541

　営業外収益 127 98 114

　営業外費用 290 41 231

経常利益 2,884 2,840 2,424

　特別利益 40 71 40

　特別損失 687 49 541

当期純利益 1,135 1,545 963

●営業利益
成功報酬型求人広告や子会社
のエンワールド・ジャパンの売上が
好調に推移し、経費の抑制にも努
めたことから、前年同期間を9.5%

上回る27.8億円となりました。

●当期純利益
前期は事業撤退や事業移管に伴
う減損損失などの特別損失の影
響がありました。当期は大きな損
失等の影響がなく、当期純利益
は15.4億円となりました。

●投資活動による
　キャッシュ・フロー

投資有価証券の売却及び償還
による収入、関係会社株式の売
却による収入などもあり、投資活
動の結果増加した資金は3.2億
円となりました。

財務ハイライト


